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上尾伊奈ごみ広域処理施設整備 住民説明会 議事録 

 

日   時 令和７年１１月２３日（土）１０：００～１１：００ 

場   所 上平塚区民センター 

住民参加者 ２４名 

事 務 局 
上尾伊奈資源循環組合 

局長 

次長 

施設担当 

上尾市 環境政策課 課長 
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１．開会 

 

定刻となりましたので、新たなごみ広域処理施設に関する説明会を

始めさせていただきます。 

本日の司会を務めます上尾伊奈資源循環組合の吉野と申します。宜

しくお願いいたします。 

はじめに、本日の説明会の流れについて説明します。 

まず、組合からあいさつ、職員紹介をさせていただきまして、その

後、新たなごみ広域処理施設について説明をさせていただきます。説

明後には、質疑応答の時間を設けております。 

続いて、本日の配布資料を確認いたします。「新たなごみ広域処理

施設に関する説明会資料」Ａ３版 両面カラーの資料１点でございま

す。お持ちでない方がいらっしゃいましたら、挙手にてお知らせくだ

さい。 

 

２．あいさつ 

 

 それでは、説明会を開会いたします。 

上尾伊奈資源循環組合を代表いたしまして、局長の林田よりご挨拶

申し上げます。 

 

 皆様、おはようございます。上尾伊奈資源循環組合の局長の林田と

申します。本日はお忙しい中、新たなごみ広域処理施設に関する説明

会にご参加いただき、誠にありがとうございます。また、日頃より、

上尾市、伊奈町のごみ処理広域化にご理解とご協力を賜り、感謝申し

上げます。本日は、上平塚区民センターをお借りして説明会を開催さ

せていただきます。 

さて、上尾市と伊奈町は、ごみ処理施設の老朽化が進み、市と町が

協力して新たなごみ広域処理施設の整備を進めることになりました。

当組合では、令和１５年度の稼働に向けて事業を進めております。 

今年度は、施設規模や処理方式など、施設整備に関する基本的事項を
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組合 

 

 

まとめた、ごみ広域処理施設整備基本計画の策定や施設整備に伴う周

辺環境への影響を評価する環境影響評価の現地調査を実施していると

ころでございます。本日は、前回の１月に開催しました説明会から進

捗があった内容も踏まえながら、近隣の皆様に特に関わりの深い事項

を中心に新たなごみ広域処理施設の整備事業の概要と今後のスケ

ジュールについてご説明させていただきます。説明の後には、ご意

見、ご質問をお受けする時間を設けます。短い時間ではありますが少

しでも皆様の不安の解消につながればと思っておりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

 

３．職員紹介 

 

次に職員紹介を行います。組合、上尾市の順番に自己紹介形式にて

進めさせていただきます。 

 

 改めまして、局長の林田と申します。よろしくお願いいたします。 

 

組合の次長を務めております、斉藤と申します。よろしくお願いい

たします。 

 

組合事務局の池田と申します。よろしくお願いいたします。 

 

同じく組合事務局の須藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 

上尾市環境政策課長の大竹と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 

改めまして、上尾伊奈資源循環組合の吉野と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

説明に入る前に１点事務連絡がございます。 

本日の説明会の会議録につきましては、後日公開する予定です。 

また、記録として、皆様の後方から写真撮影をさせていただきま

す。ホームページなどに掲載する場合は、お顔など特定できないよう

にいたしますので、あらかじめご了承ください。 

 

４．新たなごみ広域処理施設について 

 

それでは、新たなごみ広域処理施設について、次長の斉藤よりご説

明いたします。 

 

それでは、「新たなごみ広域処理施設」について説明いたします。

皆様のお手元の資料と、スクリーンに映写する資料は、基本的に同じ

ものになりますので、スクリーンが見づらい場合はお手元の資料でご
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確認下さい。まず、A3 版資料を開いていただき、右上に「おもて」

と書かれた方からご説明します。 

お手元資料の左上の①これまでの経緯について簡単にご説明しま

す。本組合は、上尾市と伊奈町の新たなごみ広域処理施設の整備に向

けて各種事業に取り組んでいます。令和５年度には施設の基本的な方

向性を定める施設整備基本構想を策定しました。基本構想では、右上

囲みにありますとおり、施設整備における４つの基本方針として、 

・ひとつめ、環境にやさしい施設 

・ふたつめ、安全、安心で、安定した施設 

・みっつめ、地域に貢献し、住民に親しまれる施設 

・よっつめ、経済性に優れた施設 

を掲げておりまして、すべてをバランスよく達成できるように現在

はより具体的な内容を定めるための施設整備基本計画を今年度中の策

定に向け事業を進めています。このほか、記載はございませんが、施

設整備に向けて環境影響調査や用地測量など各種事業に取り組んでい

るところです。 

続いて、②建設予定地をご説明します。建設予定地は、伊奈町の大

字小室地内で、市町境の伊奈町側に位置しております。面積は約７．

６ヘクタールとなります。敷地の南側には上尾市、伊奈町の事業とし

て都市計画道路が計画されております。この都市計画道路は、新施設

の稼働開始までに開通する予定となっておりますが、開通すると、上

尾市側では上尾市東部浄水場の T字路、伊奈町側では伊奈中央駅から

西に向かう通りの大きくカーブする場所とを結ぶ計画となっておりま

す。建設予定地については一部区域変更がございまして、敷地北東の

住宅を編入し、原市沼川沿いの鉄塔を除外しました。 

続きまして、お手元資料の左下③施設諸元（案）についてご説明し

ます。主要施設は、管理棟と工場棟の２つで、安全性なども考慮して

別々の建物として整備する予定です。管理棟には、組合職員事務室の

他、見学者を受け入れるための大会議室や、会議を行うための会議室

などがあります。工場棟には、可燃ごみ処理施設、不燃・粗大ごみ処

理施設、資源物処理施設、ストックヤードの４種類の処理施設があ

り、現状では、この４つの処理施設をひとつの建物に収める予定とし

ております。それぞれ括弧書きで処理対象物を記載しています。各処

理施設の施設規模ですが、両市町の令和１５年度のごみの将来推計か

ら算出しております。可燃ごみ処理施設は、１日２４時間稼働で日量

１８０トン、不燃・粗大ごみ処理施設は、1 日５時間稼働で日量２

７．９トン、資源物処理施設は、１日５時間稼働で日量４４．６３ト

ン です。 

次に、可燃ごみの処理方式はストーカ式と言いまして、ストーカと

呼ばれる火格子の上にごみを供給し、火格子の下から空気を吹き込み

ながらごみを燃焼させる方式を採用します。上尾市の西貝塚環境セン

ターにも採用されている方式で、ポイントに記載しましたが、国内で

の導入数が最も多い安定した処理方式です。 

受付日と時間については、原則、平日の月曜日から金曜日とし、８

時４５分から１１時３０分、昼休憩をはさみまして、１３時から１６
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時１５分としております。平日が祝日の場合は受付を行うことや、年

始は受付を行わないことなどは、現在の両市町の施設と同じ考え方と

する予定です。また、伊奈町では、現在、土曜日にも一部収集してお

りますが、土曜日の受付については、今後、上尾市と伊奈町が広域化

後の収集方法を決定する際に対応を検討してまいります。 

最後に概算事業費ですが、算出に当たりましてはごみ処理施設建設

実績のあるメーカーにヒアリングを行い、得られた見積金額などを参

考に算出しました。建設費は５９８億円、運営費は年間１７．８億円

となりました。また、施設では電力を売電しますが、その売電収入額

は年間２．２億円を見込んでいます。概算事業費は現時点での参考情

報となりまして、より経済的な施設整備や運営の仕様等を検討し、来

年度以降、再度メーカーに見積もり徴取する予定です。 

続いて、資料の右上④公害防止基準（案）についてご説明します。

ごみ処理施設は、各種法令により、排気ガス、騒音、振動、悪臭、排

水について規制値が定められております。法令規制値をクリアするこ

とが稼働の最低条件ですので、これを遵守することは当然として、新

施設では、住民の皆様に安心していただけるよう、他市町村の施設等

も参考にしながら、可能な範囲で法令規制値よりも厳しい自主基準値

を設定する予定としております。各種規制値はお手元の資料でご確認

ください。表の一番下の排水につきましては、公共下水道へ接続する

ことになりましたので、ごみ処理施設からの排水が周辺の河川等に流

れ込むことはありません。なお、雨水については、敷地内の調整池を

通し、河川放流することとします。 

次に、資料の右下⑤建築計画（案）についてご説明します。地盤状

況ですが、建設予定地内では６箇所でボーリング調査を実施していま

す。調査では、工場棟を建てる計画位置において、建物の基礎を設置

するための強度のある地盤を確認しています。このような地盤状況や

水害歴を考慮し、適切な地盤高を確保し、施設を建設します。 

施設の耐震性能ですが、ごみ処理施設は灯油等の危険物を貯蔵又は

使用する官庁施設に該当するため、大地震後でも大きな補修をするこ

となく使用できるような基準を満たす必要があります。具体的には震

度６強から７規模の大地震でもほとんど損傷することなく、引き続き

安定稼働できる施設を整備します。 

それでは資料を裏返していただき、右上に「うら」と書いてあるほ

うをご覧ください。資料左側⑥施設配置図（案）についてご説明しま

す。こちらの配置図（案）については、昨年度説明したものから一部

変更した点もございますので、変更点を併せて説明します。 

建設予定地は、細長い三角形のような形で、南側が広く、北側に行

くにつれて細くなる形状をしています。敷地の南側は、新しく作られ

る都市計画道路上尾伊奈線と接します。敷地の北側は、県道さいたま

菖蒲線と接します。そして、敷地の西側には原市沼川が流れ、川むこ

うは上尾市となります。敷地の東側には町道が通っており、道むこう

は農地や林が広がり、住宅が点在しています。こちらの町道は、伊奈

町の事業として一部道路拡幅の計画がございます。 

管理棟と工場棟は、面積の広い南側に配置する予定です。敷地の東
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側に住宅が点在しているため、騒音や振動を極力さげるよう、工場棟

は住宅から離れた西側とし、管理棟を東側としています。管理棟の位

置についてですが、以前の説明会でお示しした位置よりもより工場棟

側に寄せて配置し、渡り廊下で繋ぐこととしました。説明会にて「管

理棟の日照や騒音を配慮し住宅から離してほしい。」との意見があっ

たことや、メーカーヒアリングでいただいた配置図でも、管理棟を工

場棟との動線が短くなるような配置であったことから変更しました。

また、メーカーヒアリングでは、工場棟の将来的な建替えを想定して

いる条件を提示していたことから、メーカーとしてもそれらを考慮し

工場棟の形状を縦長に描いていたことから以前の正方形の形状から変

更しております。 

工場棟西側の原市沼川沿いは、自然環境や将来の河川拡幅、上空に

は東京電力の高圧電線が通っていますので、そういったことに配慮し

て、建築物等を極力設置しない方針としています。緑色の有効活用ス

ペースは、通常時には広場や公園として機能し、災害時には災害廃棄

物の一時的な仮置場とする予定です。 

出入り口は、南側の都市計画道路上尾伊奈線とする予定です。ただ

し、搬入車両の過半数を占める上尾市の収集車については、南側から

退場を行おうとすると、退場時の右折待ちで工場内に渋滞を発生させ

る可能性があります。工場内の渋滞は、事故の危険性や、敷地外での

渋滞発生につながる可能性がありますので、上尾市収集車がスムーズ

に退場できるよう、オレンジ色の矢印で記載しているとおり、南側か

ら入場した上尾市収集車は、ごみを下ろした後に、敷地北側へと進

み、北側の出口から左折で県道さいたま菖蒲線に出ていく予定として

います。なお、北側の県道さいたま菖蒲線は、交通量も多く、道幅も

それほど広くありませんので、北側から車両が入場できるようにして

しまうと、入場待ちの車両が渋滞を発生させる可能性があります。そ

のため、北側は、左折退場のための出口専用とし、入場はできないよ

うにする計画としています。県道さいたま菖蒲線から間違えて入って

こないような対策や、県道は学生の自転車の走行が多いとのご意見も

頂戴していますので、看板や路面標示などで車両が出る際の安全対策

にはしっかりと取り組んでまいります。伊奈町の収集車については、

緑色の矢印で記載しておりますが、南側の出入口から入場と退場を行

う予定としています。また、入場してきた車両の待機動線は、紫色の

点線で囲っております。入場する車は、ごみ収集車と一般持込車の２

種類となります。ごみ収集車は、車両データを事前に登録しているた

めスムーズに受付が可能ですが、一般持込車は、本人確認などに時間

がかかります。そのため、ごみ収集車と一般持込車を同じ車線で受け

入れてしまうと、渋滞を発生させる可能性があります。そこで、待機

動線を２車線とし、収集車と一般持込車を別々に受け入れる予定で

す。距離としては、それぞれ１５０ｍ以上、合計３００ｍ以上を確保

する予定としております。繁忙期でも敷地から搬入車両があふれでな

いように取り組んでいきます。 

資料下のポイントに記載しました、施設が周辺環境に及ぼす影響に

ついては環境影響調査を行っています。昨年から、気象の状況や動植
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物、原市沼川の水質などの調査を行っていますが、年内にはすべての

調査が完了する予定です。調査結果を施設整備に反映し、自然環境の

保全を図ってまいります。 

次に、⑦主要な機能（案）についてご説明します。防災機能につい

ては、災害時にごみ処理施設が停止してしまうと、街中にごみがあふ

れるという二次災害につながりますので、先ほど、建築計画（案）で

ご説明したように、災害時でもいち早く復旧可能な耐震性等を確保す

ることとします。丈夫な施設をつくりますので、災害時に周辺の方々

が一時的に避難できる場所を提供し、備蓄などを検討してまいりま

す。 

ここで表の下のポイントになりますが施設では、焼却熱等を活用し

た発電を行いますので、もし周辺で停電が起きても、ごみ処理施設で

は電気が使えますので、一時的な避難場所として使用できることとな

ります。 

表に戻りまして、環境学習機能については、子供だけでなく、大人

も学べるような内容を検討し、見学者を受け入れるのに必要な会議室

を確保します。ごみ処理以外で、住民の皆様も利用できる施設として

は、広場・公園、体育室、研修室を整備します。 

広場公園の利用方法としては屋外での運動等が考えられますが、設

置する器具や設備は今後検討して参ります。体育室や研修室について

は、音が漏れて近隣にお住まいの方に迷惑とならないよう防音対策に

取り組んでまいります。このほか、施設に運び込まれた粗大ごみなど

のうち、まだ使えるものについては、住民の皆様に提供することを検

討しており、リユースの促進につながればと考えております。また、

発電した電気は、余った部分は売電するほかに、施設内に電気自動車

の充電設備を設置し、住民の皆様が利用できるように検討しておりま

す。 

続いて、⑧稼働開始までのスケジュール（案）をご説明します。計

画づくりとしまして、新ごみ処理施設の基本的な諸条件について取り

まとめた基本計画を今年度中に策定しましたら、来年度から約２年か

けて、ごみ処理施設を建設する事業者の選定作業に着手します。再来

年度には、建設予定地の用地取得に着手し、用地取得が完了しました

ら造成工事に着手します。造成工事が始まる時期には、建設予定地中

央を南北に抜ける未舗装の町道が通行できなくなります。同時並行で

事業者選定を終わらせて契約を結び、施設の詳細な設計作業を開始し

ます。３年後にはいよいよ施設の建設工事も開始することとなり、試

運転期間も含めて５年ほどの施設建設工事期間を経て、令和１５年度

稼働開始を予定しております。 

最後に⑨今後の予定として２点ございます。１点目、１２月 1５日

に住民視察を予定しています。行先は、さいたま市見沼区にある見沼

環境センターになりまして、今年の４月に稼働を開始したばかりの最

新の施設となっています。同じストーカ式の施設となり、参考となる

部分があると思います。ご希望の方は、説明会終了後に組合職員まで

お願いします。 

２点目、基本計画案に関する事項としましては、来月１５日よりパ
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ブリックコメントを実施し、１月には市内・町内の各地域をまわって

住民説明会を開催する予定としております。詳しい内容は広報や組合

のホームページなどでお知らせしますのでご確認ください。本日説明

していない内容もございますので、是非、基本計画（案）をご覧くだ

さり、住民説明会にご参加いただければと思います。説明は以上とな

りますが、新施設の整備内容等について多くのご意見やご要望をいた

だき、よりよいごみ処理施設となるよう引き続き取り組んでまいりた

いと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

質疑応答 

 

次に質疑応答となります。 

係の者がマイクをお持ちしますので、ご質問、疑問点などございま

したら、恐れ入りますが挙手をお願いいたします。 

 

本日は、上尾市の河川や道路担当の方がおられないようですが、質

問させて頂きたい。都市計画道路の整備の際、浄水場タンクや東リー

スとの段差が４ｍほどあると思いますが、どのような道路を作るのか

説明をお願いしたい。収集車両の集中により、相当な排気ガスがでる

がその対策はどのように考えているのか。また、道路拡幅についての

予定はないのか教えて頂きたい。 

  

内容的には、河川及び道路課が担当になると考えます。５月に都市

計画道路の説明会があり、我々もその内容しか把握していませんが、

段差についてはスムーズに接続するための構造になると思います。冠

水しない高さになると思いますが、ご要望はお伝えします。 

車両による排気ガスについては、車両にも排ガス規制があり規制値

を守った車両による収集となります。西貝塚環境センターでは１日１

１０台、伊奈町では５０台なので、１６０台ぐらいが分散されて搬入

されることになります。分散されることで、渋滞を含めて問題ないの

ではないかと考えています。現状のさいたま菖蒲線の渋滞も踏まえて

のご不安と思いますので、こちらも担当にも伝えます。 

第二産業道路が北に延伸され、その段階と併せて、歩道を含めて拡

幅されると聞いています。右折帯も整備されると聞いています。 

 

公害防止基準案は施設に対してであって、全てのごみが搬入される

のであれば、結構な交通量になると思います。住民としては、全体で

どのように変化するのか気になります。西貝塚を稼働させながら、分

散することはできないのでしょうか。 

また、住民としてはメリットが必要と考えます。議会の会派の方か

らと思われるポスティングされたチラシではメリットが記載されてい

ますが、メリットとは感じません。 

一般持込者は事前予約制と聞いていますが、計量と料金収受で時間

がかかるのであれば、クレジットカードやプリペイドを登録すれば良

いのではないでしょうか。そのような考えはないのでしょうか。 
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ＥＶ充電設備については無料なのか、有料なのか。例えば周辺住民

だけ無料であれば、メリットになるのではと考えます。 

 

西貝塚環境センターの存続については検討中ですが、維持管理費が

非常にかかっているため難しいと考えています。解体して別施設を整

備することも考えていますので、決まり次第、説明していきます。 

地域住民へのメリットとしては、建設予定地への地域振興策として

協議しています。今回は、伊奈町の柴中荻地区が建設予定地となるた

め、同地区と相談し、施設内に公園、研修室、体育室等を整備するこ

とを検討しています。施設の東側の道路の拡幅等も了解いただいてい

ます。上尾市側について、現時点で上平地区への直接のメリットはあ

りませんが、御意見のあったＥＶ充電設備の料金等は検討していきま

す。 

 

環境影響評価を現在実施しており、交通量・排ガス濃度について事

前調査をしています。施設整備の前後での変化は把握が可能と考えて

おり、道路担当との協議も考えていきます。 

一般持込者の事前予約制は未だ確定ではないですが検討していま

す。プリペイドカードやクレジットカードもご提案として検討してい

きます。 

 

車の台数が増えて環境影響はあると思います。施設稼働までにごみ

収集車のＥＶ化を進めてもらえるのでしょうか。 

 

上尾市ではごみ収集は、現在、民間企業に委託しています。パッ

カー車のＥＶ化は話題になっていますが、馬力面で難しいとも聞いて

います。今後の課題として、上尾市として推進していきたいと考えて

います。 

 

ごみの搬入先が近くなることは、この地区の住民のメリットなの

で、ＥＶ充電などは進めて欲しいと思います。 

 

公害防止基準として、自主基準値を超えた場合はどうなるのでしょ

うか。基準値を示していない騒音・悪臭については、どのように考え

ているのでしょうか。環境センターにはマイナスのイメージがある

が、これまでどおり子供が増えて地域が潤うるように地域へのメリッ

トとして、道路拡幅、図書館・公園整備等があれば良いと思います。 

 

ごみ処理施設が地域への貢献に役立てばと考えています。緑地につ

いては、災害時の仮置き場だけでなく、公園として活用頂きたいと考

えています。また、施設内の環境啓発施設についても子供たちが来て

くれるような施設としていきたいと考えています。 

公害防止基準について、法令基準は人が生きていく上で問題がない

基準ですが、更なる安全のため自主基準を設定しています。組合独自

ではなく全国的な事例を踏まえて設定しています。騒音や悪臭につい
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ては、厳しい基準を設けることで費用がかかることとなります。費用

対効果を考えて、騒音・悪臭等については自主基準を設けることが厳

しく、法規制値で問題ないと考えています。 

排ガス値は常に計測しているので、自主基準値を超えた場合はすぐ

に原因究明等の対応をします。原因が不明な場合は緊急停止になると

考えています。その際は、他の自治体に処理を依頼することになりま

すが、そうならないように監視していきます。 

 

事業規模約６００億円の資金調達はどのようになるのでしょうか。

また、国の助成はあるのでしょうか。今後、事業費が高騰した場合の

対応はどのようになるのでしょうか。 

 

上尾市と伊奈町が一緒に事業をすることでのメリットはあると考え

ています。国の交付金は１６５億円であり、残りを上尾市と伊奈町で

負担します。起債として市・町の借金は３６５億円、短期的に支払う

金額は６８億円となります。３６５億円の借金は、将来の住民も活用

する施設であるので、将来に亘って支払うということを考えていま

す。 

５９８億円は現時点での概算であり、今後、安くなるように検討し

ていきます。色々な業者が競争することで、入札による低減を考えて

います。その他、民間活用による低減として、ＤＢＯ方式の採用を決

定しました。 

 

６．閉会 

 

以上をもちまして、本日の説明会を閉会いたします。御協力ありが

とうございました。 

 


